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享受史からみた古事記偽書説

一『
古
事
記
』
は
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
成
立
し
た
現
存
最
古
の
史
書
で
あ

る
が
、
成
立
の
経
緯
を
伝
え
る
資
料
は
上
巻
冒
頭
に
付
さ
れ
た
序
文
以
外
に
伝

わ
ら
な
い
。
文
武
即
位
（
元
年
〈
六
九
七
〉
八
月
甲
子
朔
）
か
ら
桓
武
延
暦
十

年
（
七
九
一
）
十
二
月
癸
卯
ま
で
の
歴
史
を
記
す
同
時
代
正
史
─
─
『
続
日
本

紀
』
に
『
古
事
記
』
成
立
に
関
す
る
記
事
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代

の
偽
作
と
す
る
説
が
江
戸
時
代
以
来
、
間
欠
的
に
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
古
事
記
偽
書
説
で
あ
る
。

た
だ
し
、
偽
書
説
克
服
の
た
め
の
研
究
成
果
は
多
様
な
角
度
か
ら
す
で
に
十

分
に
累
積
さ
れ
て
お
り
、
和
銅
五
年
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
不
在
を
証
明
す

る
に
足
る
重
要
な
論
拠
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。『
古
事
記
』
の

最
初
の
本
格
的
な
注
釈
書
と
い
う
べ
き
『
古
事
記
伝
』（
明
和
元
年

〈
一
七
六
四
〉
起
稿
、
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
脱
稿
。
寛
政
二
年

〈
一
七
九
〇
〉
刊
行
開
始
、
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉
刊
行
完
了
）
に
お
い
て
、

本
居
宣
長
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
成
立
し
た
『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
『
古

事
記
』
が
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
古
態
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
客
観
的
な
事
例
を
挙

げ
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
学
問
的
水
準
か
ら
見
て
も
十
分
な

実
証
性
を
も
つ
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

ⓐ�

『
日
本
書
紀
』
の
音
仮
名
は
漢
音
と
そ
れ
以
前
に
伝
来
し
た
呉
音
と
が
混

用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
で
は
呉
音
が
専
用
さ
れ
て
い
る
。

ⓑ�

仮
名
遣
（
上
代
特
殊
仮
名
遣
を
含
む
）
は
、『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
古
い

音
韻
体
系
を
反
映
す
る（
１
）。

ⓒ�
一
部
の
例
外
を
除
き
、『
古
事
記
』
の
旧
国
名
は
畿
内
七
道
諸
国
の
郡
郷

名
に
好
字
を
用
い
る
こ
と
を
命
じ
た
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
制
以
前
の

古
い
用
字
で
書
か
れ
て
い
る（
２
）。
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ⓓ�

鏡
作
連0

を
例
外
と
し
て
、
氏
族
の
姓
が
天
武
賜
姓
以
前
の
旧
姓
で
記
さ
れ

て
い
る（
３
）。

ⓔ�
三
例
の
例
外
を
除
き
、
天
皇
の
嫡
妻
の
呼
称
に
「
皇
后
」
号
成
立
以
前
の

「
大
后
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る（
４
）。

ⓕ�

天
皇
の
子
の
称
号
に
「
皇
子
」「
皇
女
」
号
成
立
以
前
の
「
命
」「
王
」
な

ど
の
古
い
称
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る（
５
）。

右
の
諸
点
に
加
え
て
、
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
に
先
行
す
る
『
国
号
考
』（
天

明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
刊
）
で
、「
日
本
」
に
変
更
す
る
以
前（
６
）の
「
倭
」
が
専

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
『
古
事
記
』
の
古
態
性
を
示
す
徴
証
と
し
て
指
摘
し
て

い
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
こ
う
。

そ
の
後
、
武
田
祐
吉
『
古
事
記
研
究　

帝
紀
攷
』（
青
磁
社
、
一
九
四
四
年
）

な
ど
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
統
治
を
表
す
用
語
と
し
て
大
宝
令
が
始
用
と
さ
れ
る

「
御
宇
」
以
前
の
「
治
天
下
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、『
古
事
記
』
の
古

態
性
を
示
す
徴
証
の
一
つ
と
し
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
つ
い
で
に
付
記
し
て

お
こ
う
。

二こ
う
し
た
事
実
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
な
お

偽
書
説
が
間
欠
的
に
噴
出
す
る（
７
）理
由
は
、
本
質
的
に
は
『
古
事
記
』
そ
れ
自
体

と
は
異
な
る
次
元
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
端
的
に
い

え
ば
、
偽
書
説
を
誘
発
す
る
契
機
・
要
因
は
、『
古
事
記
』
そ
れ
自
体
で
は
な

く
、『
古
事
記
』
と
い
う
古
典
が
辿
っ
た
不
幸
な
享
受
史
の
う
ち
に
存
在
し
た

（
存
在
す
る
）
の
で
あ
る
。

第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、『
古
事
記
』
成
立
直
後
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）

に
、『
日
本
書
紀
』
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ

た
正
史
『
日
本
書
紀
』
が
成
立
し
た
こ
と
で
、『
古
事
記
』
は
『
日
本
書
紀
』

の
陰
に
隠
れ
て
注
目
さ
れ
る
機
会
が
次
第
に
減
少
し
、
そ
れ
以
降
の
享
受
史
に

お
い
て
日
陰
の
道
を
歩
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
影

響
は
、
ま
ず
延
暦
一
六
年
（
七
九
七
）
に
完
成
を
見
た
『
続
日
本
紀
』
に
『
古

事
記
』
の
成
立
記
事
が
記
述
さ
れ
な
い
と
い
う
形
と
な
っ
て
表
れ（
８
）、
後
に
偽
書

説
を
生
む
根
幹
的
な
誘
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
日
本
書
紀
』
成
立
以
降
、
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
の
『
古

事
記
』（
寛
永
版
）
の
刊
行
に
至
る
ま
で
、
享
受
史
に
お
け
る
い
わ
ば
暗
黒
時

代
を
迎
え
る
と
は
い
え
、
実
際
に
は
上
代
・
中
古
・
中
世
を
通
じ
て
『
古
事

記
』
が
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
十
分
に
注
意
し

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、『
万
葉
集
』
巻
二
所
載
「
磐
姫
皇
后
思
二

天
皇
一

御
作
歌
四
首
」

（
八
五
～
九
〇
）
中
の
第
一
首
（
八
五
）
に
関
す
る
異
伝
（
作
歌
事
情
・
歌

詞
）
と
し
て
、
あ
る
い
は
巻
十
三
所
載
の
長
歌
（
三
二
六
三
）
を
め
ぐ
る
作
歌

事
情
の
補
助
的
情
報
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
古
事
記
』
下-

允
恭
の
軽
太
子
と

軽
大
郎
女
の
悲
恋
物
語
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
如

く
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、『
万
葉
集
』
巻
五
所
載
の
山
上
憶
良
「
哀
下

世
間
難
上
レ

住
歌
一
首
」（
八
〇
四
～
五
）
の
歌
句
の
一
部
（「
遠を

等と

咩め

良ら

何が　

佐さ

那な

周す

伊い

多た

2
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斗と

乎を　

意お

斯し

比ひ

良ら

伎き　

伊い

多た

度ど

利り

与よ

利り

提て　

麻ま

多た

麻ま

提で

乃の　

多た

麻ま

提で

佐さ

斯し

迦か

閇へ 

佐さ

祢ね

斯し

欲よ

能の

」（
八
〇
四
）
が
、『
古
事
記
』
上
の
八
千
矛
神
歌
群
（
古
事
記
歌

謡
二
～
五
）
の
詞
章
（
特
に
古
事
記
歌
謡
二
の
「
遠を

登と

売め

能の　

那な

湏す

夜や

伊い

多た

斗と

遠を　

淤お

曽そ

夫ぶ

良ら

比ひ　

和わ

何が

多た

た々

勢せ

礼れ

婆ば　

比ひ

許こ

豆づ

良ら

比ひ　

和わ

何が

多た

た々

勢せ

礼れ

婆ば

…
…
麻ま

多た

麻ま

傳で　

多た

麻ま

傳で

佐さ

斯し

麻ま

岐き　

毛も

も々

那な

賀が

爾に　

伊い

波は

那な

佐さ

牟む

遠を

」（
引

用
は
沖
森
拓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
『
新
校　

古
事
記
』〈
二
〇
一
五
年
、

お
う
ふ
う
〉
に
よ
る
）
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
奈
良
時
代
に

お
け
る
『
古
事
記
』
利
用
の
一
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
す
で
に
矢
嶋
泉
「『
歌
経
標
式
』
の
例
歌
」（
沖
森
拓
也
・
佐
藤
信
・

平
沢
龍
介
・
矢
嶋
泉
『
歌
経
標
式　

注
釈
と
研
究
』〈
一
九
九
三
年
、
桜
楓

社
〉）
に
詳
述
し
た
の
で
挙
例
は
省
略
に
従
う
け
れ
ど
も
、
宝
亀
三
年

（
七
七
二
）
に
成
立
し
た
『
歌
経
標
式
』（
藤
原
浜
成
撰
）
所
載
の
例
歌
中
に
は
、

『
古
事
記
』
所
載
の
歌
謡
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

も
指
摘
し
て
お
こ
う
（
二
九
〈
雅
体
・
五
・
長
歌
〉、
三
二
〈
雅
体
・
五
・
短

歌
〉）。

平
安
時
代
に
お
い
て
も
、

・�『
先
代
旧
事
本
紀
』（
弘
仁
一
四
年
〈
八
二
三
〉
～
承
平
六
年
〈
九
三
六
〉

頃
に
作
ら
れ
た
偽
書
）

・�『
新
撰
亀
相
記
』（
天
長
七
年
〈
八
三
〇
〉、
卜
部
遠
継
撰
）

・�『
日
本
紀
私
記
（
弘
仁
私
記
）』（
弘
仁
四
年
〈
八
一
三
〉
の
講
筵
記
録
と

さ
れ
る
が
、
偽
書
説
も
あ
る
。
平
安
期
前
半
の
成
立
）

・『
日
本
紀
私
記
（
承
平
私
記
）』（
承
平
六
年
〈
九
三
六
〉
の
講
筵
記
録
）

・『
琴
歌
譜
』（
天
元
四
年
〈
九
八
一
〉、
多
安
樹
撰
）

・�『
本
朝
月
令
』（
延
喜
～
承
平
年
間
〈
九
三
〇
～
四
五
〉、
惟こ
れ

宗む
ね

〈
令よ
し

宗む
ね

〉

公
方
撰
）

・『
政
治
要
略
』（
長
保
四
年
〈
一
〇
〇
二
〉、
惟
宗
〈
令
宗
〉
允
亮
撰
）

・�『
年
中
行
事
秘
抄
』（
天
永
元
年
〈
一
一
一
〇
〉～
保
安
元
年
〈
一
一
二
〇
〉

頃
、
中
原
師
遠
撰
）

・�『
長
寛
寛
文
』（
長
寛
二
年
〈
一
一
六
四
〉、
中
原
業
倫
・
藤
原
範
兼
・
中

原
師
光
・
藤
原
永
範
・
藤
原
長
光
・
藤
原
伊
通
・
清
原
頼
業
）

・�『
大
倭
神
社
註
進
状
』（
仁
安
二
年
〈
一
一
六
七
〉）、
大
倭
盛
繁
〈
歳
繁
〉）

な
ど
に
『
古
事
記
』
の
引
用
も
し
く
は
改
変
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り

（『
古
事
記
』
の
書
名
の
み
が
見
え
る
も
の
は
除
い
た
）、
鎌
倉
時
代
に
は
い
っ

て
も
、

・『
師
光
年
中
行
事
』（
寛
元
元
年
〈
一
二
四
三
〉、
中
原
師
光
撰
）

・『
袖
中
抄
』（
文
治
五
年
〈
一
一
八
九
〉
頃
、
顕
昭
撰
）

・『
万
葉
集
註
釈
』（
文
永
六
年
〈
一
二
六
九
〉、
仙
覚
）

・『
古
事
記
上
巻
抄
』（
文
永
七
年
〈
一
二
七
〇
〉
頃
、
卜
部
兼
文
）

・�『
天
寿
国
曼
陀
羅
繍
帳
縁
起
勘
点
文
』（
文
永
十
一
年
〈
一
二
七
四
〉
頃
、

卜
部
兼
文
）

・�『
兼
方
本
日
本
書
紀
』
裏
書
（
弘
安
九
年
〈
一
二
八
六
〉、
卜
部
兼
方
書

写
）

・�『
釈
日
本
紀
』（
文
永
十
一
年
〈
一
二
七
四
〉
～
建
治
元
年
〈
一
二
七
五
〉、

卜
部
兼
文
が
講
述
し
説
に
基
づ
き
、
兼
方
が
編
纂
し
た
も
の
）

3
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・�『
神
道
五
部
書
』（
十
三
世
紀
後
半
に
作
ら
れ
た
偽
書
。
度
会
行
忠

〈
一
二
三
六
～
一
三
〇
五
〉
ら
の
作
か
と
さ
れ
る
）

・�『
神
祇
譜
伝
図
記
』（
十
三
世
紀
後
半
に
作
ら
れ
た
偽
書
。
度
会
行
忠
ら
の

作
と
さ
れ
る
）

・�『
皇
字
沙
汰
文
』（
永
仁
四
年
～
五
年
〈
一
二
九
六
～
九
七
〉、
作
者
未
詳
）

・�「
題
未
詳
書
」（
断
簡
）（
鎌
倉
時
代
後
期
、
作
者
未
詳
）（『
金
沢
文
庫
の

中
世
神
道
書
』
所
引
）

・�『
伊
勢
諸
別
宮
』（
鎌
倉
時
代
末
、
作
者
未
詳
。
金
沢
文
庫
蔵
）

・
丹
鶴
叢
書
本
『
日
本
書
紀
』（
嘉
元
四
年
〈
一
三
〇
六
〉、
剣
阿
書
写
）

・『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』（
正
和
三
年
〈
一
三
一
四
〉、
法
空
撰
）

・『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』（
鎌
倉
時
代
末
、
法
空
撰
）

・『
類
聚
神
祇
本
源
』（
元
応
二
年
〈
一
三
二
〇
〉、
度
会
家
行
撰
）

・『
元
元
集
』（
延
元
二
～
三
年
〈
一
三
三
七
～
三
八
〉
頃
、
北
畠
親
房
撰
）

な
ど
の
書
に
、
引
用
も
し
く
は
改
変
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
鎌
倉
時

代
以
降
は
、
こ
こ
で
は
省
略
に
従
う
）。

三第
二
に
、
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
古
事
記
』
の
板
本

（
い
わ
ゆ
る
寛
永
版
『
古
事
記
』）
の
出
現
も
、
偽
書
説
を
誘
発
す
る
重
要
な
契

機
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
徳
川
家
康
が
推
し
進
め
た
文
教
政

策
を
背
景
と
し
て
『
日
本
書
紀
』（
慶
長
十
五
年
〈
一
六
一
〇
〉
刊
）・『
万
葉

集
』（
寛
永
二
十
年
〈
一
六
四
三
〉
刊
）
な
ど
の
古
典
の
刊
行
が
相
次
い
だ
が
、

寛
永
版
『
古
事
記
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た（
９
）。
享
受
史
上
、
長
い
間
陥
没
し
て

い
た
『
古
事
記
』
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
一
般
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
や

が
て
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
を
頂
点
と
す
る
古
事
記
研
究
の
潮
流
を
形
成
す

る
に
至
る
が
、
唐
突
に
現
れ
た
こ
の
古
典
が
た
だ
ち
に
『
日
本
書
紀
』
に
先
行

す
る
史
書
と
し
て
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

河
村
秀ひ
で
お
き興
『
古
事
記
開
題　

古
事
記
開
題
』（
一
八
世
紀
半
ば
の
成
立（
（1
（

）
に
は
、

本
文
に
較
べ
て
序
文
の
文
章
が
巧
緻
で
あ
る
こ
と
、『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』

に
成
立
の
経
緯
が
見
え
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、『
古
事
記
』
は
「
上
代
ノ

野
史
」
に
後
人
が
序
文
を
偽
作
し
て
太
安
万
侶
に
仮
託
し
た
も
の
と
す
る
某
人

説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
捉
え
方
は
、
宣
長
の
師
、
賀
茂
真
淵
に
も
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
明
和
四
年
一
二
月
二
八
日
付
斎
藤
信
幸
宛
書
簡
な
ど
。

『
校
本
賀
茂
真
淵
全
集
』
思
想
篇
下
〈
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
二
年
〉
所
収
）。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
出
現
し
て
く
る
偽
書
説
は
、
寛
永
版
『
古
事

記
』
の
出
現
に
対
す
る
人
々
の
当
惑
の
反
応
の
一
形
態
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
寛
永
版
『
古
事
記
』
刊
行
後
、
懐
疑
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
『
古
事
記
』
を
、
一
気
に
表
舞
台
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
努
め
た
の
が
、

賀
茂
真
淵
や
本
居
宣
長
を
は
じ
め
と
す
る
国
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
偽
書

説
誘
発
の
要
因
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
、
幕
府
の
正
学
は
儒
学
で
あ
っ
た
が
、
国
学
は
幕
府
政
治
の
矛
盾

が
拡
大
し
て
行
く
過
程
で
正
学
に
対
す
る
反ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

定
立
と
し
て
伸
張
し
て
き
た
学
問

／
思
想
で
あ
る
。
征
夷
大
将
軍
で
は
な
く
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
古
代
国
家
の

4
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体
制
こ
そ
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
と
す
る
立
場
か
ら
『
古
事
記
』
は
国
学
の
聖
典

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
（
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』）、
正
史

に
成
立
記
事
が
見
え
ず
、
ま
た
享
受
史
の
上
で
も
長
期
に
わ
た
っ
て
陥
没
し
て

い
た
『
古
事
記
』
に
対
す
る
こ
う
し
た
破
格
の
評
価
は
、
当
然
正
学
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
反
発
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
古
事
記
伝
』（
寛
政
二
年
〈
一
七
九
〇
〉
刊
行
開
始
、
文
政
五
年

〈
一
八
二
二
〉
刊
行
完
了
）
の
刊
行
が
完
了
し
た
八
年
後
に
は
、
沼
田
順ゆ
き

義よ
し

『
級
長
戸
風
』（
文
政
十
三
年
〈
一
八
三
〇
〉
刊
）
が
本
格
的
な
『
古
事
記
』
偽

書
説
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
宣
長
に
対
す
る
反
発
と
い
う
面
が
色
濃

く
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
沼
田
順
義
は
は
じ
め
医
学
を
学
び
、

次
い
で
林
述
斎
に
つ
い
て
儒
学
を
修
め
た
が
、
後
年
は
国
学
に
も
関
心
を
拡
げ
、

賀
茂
真
淵
や
宣
長
ら
の
儒
教
批
判
に
反
批
判
を
加
え
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四第
四
に
、
王
政
復
古
に
よ
っ
て
成
立
し
た
明
治
新
政
府
が
、
政
治
の
頂
点
に

立
つ
こ
と
に
な
っ
た
天
皇
の
権
力
強
化
策
と
し
て
、
国
学
を
理
念
的
支
柱
と
す

る
神
道
的
国
民
教
化
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
も
偽
書
説
を
誘
発
す
る
重
要
な

要
因
と
し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
初
の
正
史
と
し
て
、
ま
た
中
世
～
近

世
を
通
じ
て
神
道
の
聖
典
と
し
て
重
視
さ
れ
つ
づ
け
た
『
日
本
書
紀
』
と
並
ん

で
、
国
学
の
聖
典
『
古
事
記
』
も
ま
た
明
治
政
府
の
志
向
す
る
国
家
観
の
核
を

な
す
古
典
と
し
て
、
新
た
な
意
義
を
付
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

天
皇
権
力
の
強
化
を
目
的
と
す
る
教
化
政
策
は
本
質
的
に
絶
対
主
義
的
・
強

権
的
傾
向
を
帯
び
て
い
た
が（
（1
（

、
や
が
て
近
代
化
の
深
化
と
と
も
に
民
主
化
が
成

熟
し
て
行
け
ば
、
こ
う
し
た
政
策
に
対
す
る
反
発
や
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
く

る
の
は
必
然
的
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
時

期
に
、
記
紀
の
内
容
に
史
的
批
判
を
加
え
た
津
田
左
右
吉
の
一
連
の
研
究
─
─

『
神
代
史
の
新
し
い
研
究
』（
二
松
堂
書
店
、
一
九
一
三
年
）、『
古
事
記
及
び
日

本
書
紀
の
新
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
九
年
）、『
神
代
史
の
研
究
』（
岩
波

書
店
、
一
九
二
四
年
）
─
─
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
文
脈
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
古
事
記
』
偽
書
説
を
内
容
と
す
る
中
沢
見
明
「
古
事
記
は
偽

書
か
」（『
史
学
雑
誌
』
三
五
編
五
号
、
一
九
二
四
年
五
月
）
が
、
津
田
の
研
究

と
同
時
期
に
現
れ
る
こ
と
に
注
目
し
な
い
わ
け
に
行
か
な
い
（
中
沢
は
後
に
内

容
を
大
幅
に
増
補
し
て
『
古
事
記
論
』〈
雄
山
閣
、
一
九
二
九
年
〉
を
刊
行
し

て
い
る
）。
中
沢
の
論
は
江
戸
期
の
偽
書
説
と
時
期
的
に
隔
絶
し
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
研
究
成
果
を
直
接
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
偽
書

説
の
史
的
展
開
と
し
て
見
る
と
き
唐
突
の
感
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
改
め
て

そ
の
公
表
時
期
に
着
目
す
れ
ば
、
中
沢
論
も
ま
た
津
田
の
研
究
と
同
様
、
国
家

に
よ
る
古
典
の
政
治
的
利
用
に
対
す
る
反
発
を
動
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
見
え
て
く
る
。
津
田
の
研
究
が
歴
史
的
観
点
か
ら
内
容
面
の
批
判
に
向

け
ら
れ
た
の
に
対
し
、
中
沢
の
偽
書
論
は
『
古
事
記
』
と
い
う
作
品
自
体
の
否

定
に
向
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
国
家
に
よ
る
記
紀
等
の
古
典
の
政
治
的
利

用
は
、
そ
の
後
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
喚
起
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
を
国
民
に

5



─  48  ─

	 青山学院大学文学部『紀要』　第 59 号 6

遂
行
さ
せ
る
有
効
な
手
法
と
し
て
大
日
本
帝
国
憲
法
の
失
効
す
る
第
二
次
世
界

大
戦
終
結
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
に
反
発
し
、
中
沢
の
よ
う
に
偽

書
説
を
蒸
し
返
す
人
物
が
現
れ
る
可
能
性
は
そ
の
後
も
潜
在
し
つ
づ
け
た
の
で

あ
る
。

偽
書
説
と
は
、
要
す
る
に
『
古
事
記
』
享
受
史
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
契

機
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
否
定
的
な
受
容
姿
勢
・
態
度
と
い
う
の
が
そ
の
実
態

で
あ
り
、
本
質
的
に
は
『
古
事
記
』
そ
れ
自
体
で
は
な
く
受
容
史
に
属
す
る
問

題
と
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
偽
書
説
の
本
質
を
こ
の
よ
う
に
確
か

め
た
上
で
、
そ
の
論
理
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
う
少
し
検
討
を
続
け

た
い
。

五こ
れ
ま
で
に
偽
書
説
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
き
た
諸
疑
点
を
整
理
し
て
示
せ

ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

Ａ
序
文
の
述
作

　

①
和
銅
当
時
と
し
て
は
文
章
が
巧
緻
に
す
ぎ
る
。

　

②
職
名
を
記
さ
な
い
太
安
万
侶
の
署
名
は
奈
良
朝
当
時
の
規
定
に
反
す
る
。

　

③
勅
撰
で
あ
り
な
が
ら
無
官
の
安
万
侶
一
人
に
よ
る
編
纂
で
あ
る
。

　

④�

序
・
表
が
混
同
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
序
・
表
二
本
立
制
に
反
す

る
。

Ｂ
序
文
の
内
容

　

⑤�

『
古
事
記
』
成
立
に
関
す
る
記
述
が
正
史
（
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀
）

に
見
え
な
い
。

　

⑥
天
武
紀
と
内
容
が
一
致
し
な
い
。

　

⑦
稗
田
阿
礼
の
実
在
が
確
認
で
き
な
い

　
　
ａ
他
文
献
に
見
え
な
い
。

　
　

ｂ
「
姓
」
の
用
法
が
不
明
瞭
。

　

⑧
壬
申
の
乱
の
記
述
は
日
本
書
紀
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

⑨
序
文
の
記
す
歴
史
の
概
要
と
本
文
と
の
間
に
は
齟
齬
が
あ
る
。

Ｃ
本
文
の
用
字
・
表
記

　

⑩
字
音
仮
名
で
和
語
を
記
す
の
は
平
安
朝
的
で
あ
る
。

　

⑪
整
理
さ
れ
た
音
仮
名
の
様
態
は
奈
良
朝
後
期
～
平
安
朝
的
で
あ
る
。

　

⑫
地
名
表
記
が
平
安
朝
的
で
あ
る
。

Ｄ
本
文
の
内
容

　

⑬�

上
巻
は
『
日
本
書
紀
』
に
一
致
す
る
内
容
が
少
な
く
、
独
自
の
伝
承
が

多
い
。

　

⑭�

上
巻
で
イ
ザ
ナ
キ
鎮
座
の
地
と
さ
れ
る
淡
海
の
多
賀
社
は
、
延
喜
以
前

の
文
献
に
見
え
な
い
。

　

⑮�

上
巻
の
大
年
神
系
譜
に
は
平
安
朝
以
降
に
有
力
化
す
る
外
来
系
の
神
が

含
ま
れ
る
。

Ｅ
そ
の
他
の
外
部
徴
証

　

⑯
『
日
本
書
紀
』
が
『
古
事
記
』
を
参
考
に
し
た
形
跡
が
な
い
。

　

⑰�

下
巻
允
恭
記
の
軽
太
子
関
係
歌
は
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
ず
、
万
葉
集
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で
は
作
者
が
異
な
る
。

　

⑱
『
新
撰
姓
氏
録
』
は
『
古
事
記
』
を
参
照
し
て
い
な
い
。

　

⑲�
太
安
万
侶
の
子
孫
で
あ
る
多
人
長
の
手
に
成
る
弘
仁
四
年
『
日
本
紀
私

記
』
序
で
『
古
事
記
』
が
称
揚
さ
れ
て
い
る
。

全
一
九
件
二
〇
項
の
う
ち
序
文
に
向
け
ら
れ
た
疑
点
が
約
半
数
の
九
件
一
〇
項

（
Ａ
Ｂ
）
を
占
め
る
の
に
対
し
、
内
容
に
対
す
る
疑
点
は
三
件
三
項
（
Ｄ
）
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
あ
り
よ
う
は
、
偽
書
説
の
本
質
を
か
な
り
正
確
に
照
ら
し
出

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
要
す
る
に
、
偽
書
説
と
は
『
古
事
記
』
自
体
が
内
包

す
る
矛
盾
や
疑
点
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
言
説
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
序

文
を
め
ぐ
る
疑
義
─
─
そ
の
中
心
に
序
文
の
記
す
『
古
事
記
』
成
立
の
経
緯
が

据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
─
─
を
核
と
し
て
構
築
さ
れ

た
仮
説
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
序
文
の
記
す
『
古
事
記
』
成
立
の
経
緯
を
否
定

0

0

す
る
た
め
に

0

0

0

0

0

案
出
さ
れ
た
仮
説
な
の
で
あ
る
。
序
文
に
関
す
る
疑
点
が
全
体
の

半
数
に
及
ぶ
の
は
そ
の
た
め
で
、『
古
事
記
』
が
内
包
す
る
問
題
点
を
示
す
こ

と
を
通
じ
て
間
接
的
に
序
文
の
記
述
内
容
に
疑
義
を
投
げ
か
け
る
迂
遠
な
方
法

よ
り
も
、
序
文
自
体
の
問
題
点
を
提
示
し
て
直
接
的
に
序
文
の
疑
わ
し
さ
を
示

す
方
が
よ
り
容
易
で
有
効
な
方
法
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
偽
書
説
が
提
示
す
る
諸
疑
点
は
す
べ
て
情
況
証
拠
（
間
接
証
拠
）

で
あ
っ
て
─
─
し
か
も
、
そ
の
中
に
は
主
観
に
基
づ
く
判
断
（
①
）、
調
査
不

足
に
よ
る
誤
認
（
④
⑦
ｂ
⑩
⑫
⑭
）、
序
文
の
目
的
・
意
義
に
対
す
る
無
理
解

（
⑨
）、
記
紀
の
構
想
の
相
違
に
対
す
る
無
理
解
（
⑬
⑯
）、
各
文
献
の
資
料
性

を
無
視
し
た
言
説
（
⑰
⑱
⑲
）
な
ど
、
今
日
の
研
究
の
水
準
に
照
ら
し
て
疑
点

と
し
て
の
有
意
性
を
も
た
な
い
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
─
─
、
和
銅
五
年
に
お

け
る
古
事
記
の
不
在
を
立
証
す
る
に
足
る
実
証
的
な
根
拠
が
何
一
つ
存
在
し
な

い
と
い
う
事
実
は
、
偽
書
説
自
体
の
問
題
点
を
露
呈
し
て
い
よ
う（
（1
（

。

そ
も
そ
も
偽
書
説
は
序
文
の
記
す
成
立
の
経
緯
を
否
定
す
る
た
め
に
案
出
さ

れ
た
仮
説
で
あ
る
か
ら
、
論
証
と
い
う
手
続
き
を
踏
む
こ
と
な
し
に
結
論
は
当

初
か
ら
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
根
拠
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
き
た
諸
疑
点
は
、

実
際
に
は
序
文
の
記
す
成
立
の
経
緯
を
「
疑
わ
し
い
も
の
」
と
捉
え
、
そ
の

「
疑
わ
し
さ
」
を
強
調
し
増
幅
す
る
た
め
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
後
付
け
の
理
由

に
す
ぎ
な
い
。
偽
書
説
が
和
銅
五
年
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
不
在
を
立
証
し

得
て
い
な
い
理
由
は
、
論
証
と
は
本
質
的
に
異
な
る
倒
立
し
た
手
法
だ
か
ら
で

あ
る
。

六こ
う
し
た
危
う
さ
の
上
に
立
つ
偽
書
説
中
に
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
熱
心
に
実

証
的
な
論
証
を
試
み
よ
う
と
し
た
の
は
筏
勲
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
筏
は
『
上
代

文
学
論
集
』（
民
間
大
学
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
）
に
お
い
て
、『
古
事
記
』
の

序
文
は
「
序
」
と
明
記
し
な
が
ら（
（1
（

、
実
際
に
は
上
表
文
で
あ
る
こ
と
を
問
題
と

し
つ
つ
（
前
節
④
の
前
半
部
分
に
相
当
す
る
疑
点
。
た
だ
し
、
表
／
序
問
題
は

江
戸
時
代
以
来
注
意
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
筏
論
が
は
じ
め
て
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
）、
令
制
下
の
官
人
の
署
名
を
網
羅
的
に
調
査
し
て
新
た
に
②
を
疑

点
と
し
て
追
加
し
た
（
ち
な
み
に
③
も
筏
論
が
は
じ
め
て
提
示
し
た
視
座
で
あ
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る
）。
さ
ら
に
「
古
事
記
偽
書
説
は
根
拠
薄
弱
で
あ
る
か
（
上
）（
下
）」（『
国

語
と
国
文
学
』
三
九
巻
六
・
七
号
、
一
九
三
二
年
六
・
七
月
）
で
は
、
奈
良
・
平

安
朝
の
表
・
序
を
徹
底
的
に
調
査
し
た
上
で
、
前
著
で
は
疑
義
の
提
示
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
④
を
実
証
的
な
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
て
再
提
示
し
た
。

い
ず
れ
も
従
来
の
偽
書
説
と
は
水
準
を
異
に
し
た
緻
密
な
論
で
あ
り（
（1
（

、
特
に

後
者
の

　
　

�『
古
事
記
序
文
』
は
、
…
そ
の
実
は
『
上
表
文
』
の
体
を
と
つ
て
ゐ
る

も
の
で
あ
り
、
…
そ
れ
が
誤
ら
れ
て
、『
序
文
』
と
い
ふ
名
で
伝
へ
ら

れ
た
こ
と
自
体
既
に
一
つ
の
注
意
す
べ
き
疑
惑
で
あ
る
。
…
当
時
の
著

名
な
文
人
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
安
万
侶
が
、
表
と
序
と
を
混
同
す
る

よ
う
な
迂
闊
な
こ
と
を
や
る
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
主
張
は
、
容
易
に
反
駁
し
難
い
迫
力
を
も
っ
て
い
た
。
筏
は
こ
う
し
た

論
拠
を
提
示
し
た
上
で
、
表
／
序
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安
初
期

以
降
で
あ
る
か
ら
、
古
事
記
も
そ
の
頃
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
の
で

あ
る
。

筏
の
論
は
そ
の
後
の
研
究
史
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
つ
い
に
は
序
文
切
り

捨
て
を
宣
言
す
る
神
田
秀
夫
「
動
揺
す
る
『
古
事
記
の
成
立
』」（『
国
文
学 
解

釈
と
鑑
賞
』
二
九
巻
一
号
、
一
九
六
四
年
一
月
）
ま
で
現
れ
る
に
至
っ
た
。
神

田
の
宣
言
は
果
断
に
す
ぎ
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
も
筏
論
の
主
張
を
受
け
入
れ

て
、
太
安
万
侶
が
奏
上
し
た
上
表
文

0

0

0

を
後
人
が
序
文

0

0

と
し
て
上
巻
冒
頭
に
加
え

た
も
の
と
す
る
日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
や

西
條
勉
『
古
事
記
の
文
字
法
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
）
の
折
衷
案
も
提

示
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
表
／
序
問
題
は
、
偽
書
説
克
服
の
歴
史
の
中
で
、
長
い

間
片
付
か
な
い
課
題
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
最
後
の
課
題
も
矢
嶋
泉
「
和
銅
五
年
の
序
」（『
国
語
と
国
文

学
』
八
七
巻
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
。
矢
嶋
『
古
事
記
の
文
字
世
界
』

〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
〉
所
収
）
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
解
決
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
古
代
中
国
の
序
文
の
実
例
を
改
め
て
調
査
し
直
し
て
み
る
と
、
皇

帝
の
勅
命

0

0

を
受
け
て
作
ら
れ
た
詩
序
や
書
物
の
序
文
の
中
に
は
上
表
形
式

0

0

0

0

を
採

る
例
も
数
多
く
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
左
に
董
誥
『
全
唐
文
』（『
重
編
影
印

全
唐
文
及
拾
遺
』〈
大
化
書
局
、
一
九
八
七
年
〉
に
よ
る
）
か
ら
、
そ
の
一
部

を
示
す
。

　

・�

臣0

聞
、
…
…
、
臣
再
拝
頓
首

0

0

0

0

0

、
敢
献
頌
曰
、
…
…
。（
張
九
齢
「
開
元
紀

功
徳
頌 

并
序
」。『
全
唐
文
』
巻
二
八
三
）

　

・�

臣0

華
言
、
伏0

以
漢
明
帝
時
、
…
…
、
謹0

昧
死
稽
首

0

0

以
聞
。（
李
華
「
無
彊

頌
八
首 

并
序
」。『
全
唐
文
』
巻
三
一
四
〉）

　

・�

臣0

聞
、
…
…
、
臣0

炎
稽
首

0

0

、
敢
献
頌
曰
、
…
…
。（
楊
炎
「
霊
武
受
命
宮

頌 

并
序
」。『
全
唐
文
』
巻
四
二
一
）

　

・�

草
莽
臣
稽
首

0

0

0

0

0

献
頌
曰
、
臣0

聞
、
…
…
、
伏0

献
頌
曰
、
…
…
。（
于
邵
「
玉

版
元
記
頌 

并
序
」。『
全
唐
文
』
巻
四
二
三
）

　

・�

臣0

聞
、
…
…
、
臣0

某
敢
昧
死
、
再
拝
稽
首

0

0

0

0

、
献
皇
帝
親
庶
政
頌
一
首
。
其

詞
曰
、
…
…
。（
呂
温
「
皇
帝
親
庶
政
頌　

并
序
」。『
全
唐
文
』
巻

六
二
五
）

　

・�

臣0

聞
、
…
…
、
臣0

愔
頓
首
頓
首

0

0

0

0

。
開
元
二
十
三
年
十
二
月
十
一
日
、
京
粛
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明
観
道
士
、
臣0

尹
愔
上0

。（
尹
愔
「
五
廚
経
気
法
序
」。『
全
唐
文
』
巻

九
二
七
）

「
臣
─
─
」
で
開
始
さ
れ
る
例
に
限
っ
て
も
、
そ
の
数
は
右
を
含
め
て
三
〇
例

を
数
え
、
遡
っ
て
厳
可
均
編
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』（〈
中
華
書
局
、

一
九
五
八
年
〉
に
よ
る
）
に
も
八
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
挙
例
は
省
略

に
従
う
。
前
掲
矢
嶋
論
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

元
明
の
勅
命

0

0

を
受
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
古
事
記
』
や
平
安
朝
初
期
の
勅
撰

0

0

三

詩
集
─
─
『
凌
雲
集
』（
弘
仁
五
年
〈
八
一
四
〉）『
文
華
秀
麗
集
』（
弘
仁
九
年

〈
八
一
八
〉）『
経
国
集
』（
天
長
四
年
〈
八
二
七
〉）
─
─
、
あ
る
い
は
『
日
本

後
紀
』（
承
和
七
年
〈
八
四
〇
〉）『
続
日
本
後
紀
』（
貞
観
十
一
年
〈
八
六
九
〉）

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』（
元
慶
三
年
〈
八
七
五
〉）『
日
本
三
代
実
録
』（
延
喜

元
年
〈
九
〇
一
〉）
な
ど
の
正
史
に
見
る
上
表
形
式
で
書
か
れ
た
序
文
は
、
ま

さ
に
古
代
中
国
の
事
例
に
適
合
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
以
来
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
『
古
事
記
』
序
文
偽
作
説
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
生
半
可
な
教
養
人
の
無
知
が
生
み
出
し
た
妄
説
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

が
よ
う
や
く
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

七以
上
、
い
わ
ゆ
る
古
事
記
偽
書
説
を
享
受
史
と
い
う
観
点
か
ら
概
観
し
て
き

た
が
、
要
す
る
に
偽
書
説
と
は
、
多
様
な
契
機
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

『
古
事
記
』
に
対
す
る
否
定
的
な
受
容
姿
勢
の
ラ
ン
ダ
ム
な
累
積
と
い
う
の
が

実
態
で
あ
る
。
研
究
史
を
通
じ
て
論
理
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
学
説
と
は

本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
な
お
生
命
を
保
ち

つ
づ
け
て
い
る
理
由
は
、『
古
事
記
』
享
受
史
の
過
程
で
偽
書
説
が
時
に
権
力

に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
色
合
い
を
も
つ
場
合
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、

そ
の
姿
勢
に
共
感
す
る
人
々
が
常
に
潜
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、

そ
も
そ
も
『
古
事
記
』
は
古
代
王
権
を
正
当
化
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
史
書
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
存
在
を
成
立
時
に
遡
っ
て
否
定
し
よ
う
と
偽
書
説
は
、
自
ず

か
ら
反
権
力
の
色
彩
を
帯
び
た
言
説
と
し
て
受
け
取
ら
れ
や
す
い
。
実
際
に
は

印
象
に
基
づ
く
皮
相
な
言
説
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
、
む

し
ろ
皮
相
な
言
説
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
れ
を
歓
迎
し
、
支
持
す
る
人
々
が

絶
え
な
い
の
は
そ
の
た
め
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
改
め
て
い
え
ば
偽
書
説
は
受
容
史
の
問
題
で
あ
っ
て
、『
古
事
記
』

自
体
の
研
究
と
は
次
元
を
異
に
す
る
。
偽
書
説
は
『
古
事
記
』
研
究
史
に
新
た

な
発
見
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
問
題
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
、
い
わ
ば
不
毛
の
言
説
で
あ
る
。
偽
書
説
は
『
古
事
記
』
そ
れ
自
体
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
享
受
史
上

0

0

0

0

の
問
題
と
し
て
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
最
後
に
確
か
め
直
し
て
お
こ
う
。
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【
注
】

（
１
）�　

す
で
に
『
日
本
書
紀
』
で
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
モ
の
音
節
の
音
韻
上
の
区
別

（
上
代
特
殊
仮
名
遣
）
が
『
古
事
記
』
に
は
保
存
さ
れ
て
い
る
（
池
上
禎
造
「
古
事
記

に
於
け
る
仮
字
『
毛
・
母
』
に
就
い
て
」〈『
国
語
国
文
』
二
巻
一
〇
号
、
一
九
三
二
年

一
〇
月
〉、
有
坂
秀
世
「
古
事
記
に
於
け
る
モ
の
仮
字
の
用
法
に
つ
い
て
」〈『
国
語
と

国
文
学
』
九
巻
一
一
号
、
一
九
三
二
年
一
一
月
〉）。

（
２
）�　

そ
の
後
、
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
き
、『
古
事
記
』〉
の
旧
国
名
は
大
宝
令
施
行
以
前

の
用
字
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
直
木
孝
次
郎
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』（
一
九
九
五

年
、
塙
書
房
）、
田
中
卓
「
古
事
記
に
お
け
る
国
名
と
そ
の
表
記
」（『
古
事
記
年
報
』

二
四
、一
九
八
五
年
一
月
）
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
宣
長
が
説
明

に
苦
慮
し
た
「
遠
江
」
の
表
記
は
、
す
で
に
藤
原
宮
出
土
木
簡
に
見
え
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）�　

そ
の
後
、
古
事
記
所
載
の
氏
祖
注
（
氏
祖
系
譜
）
は
天
武
一
二
年
（
六
八
三
）
か

ら
同
一
四
年
（
六
八
五
）
に
か
け
て
断
行
さ
れ
た
氏
姓
改
革
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

こ
と
が
、
阿
部
武
彦
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
祭
祀
』（
一
九
八
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）、

上
田
正
昭
『
日
本
古
代
国
家
成
立
史
の
研
究
』（
一
九
五
九
年
、
青
木
書
店
）
な
ど
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）�　
「
皇
后
」
号
の
始
用
は
浄
御
原
令
と
さ
れ
る
（
岸
俊
男
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』

〈
一
九
六
六
年
、
塙
書
房
〉）。

（
５
）�　
「
皇
子
」「
皇
女
」
号
の
始
用
も
浄
御
原
令
と
さ
れ
る
（
虎
尾
達
哉
「
律
令
国
家
と
皇

親
」〈『
日
本
史
研
究
』〈
三
〇
七
号
、
一
九
八
八
年
三
月
〉）。

（
６
）�　

国
号
「
日
本
」
へ
の
変
更
は
大
宝
令
か
ら
と
さ
れ
て
き
た
が
、
朝
鮮
半
島
の
最
初

の
正
史
『
三
国
史
記
』（
金
富
軾
撰
、
一
一
四
五
年
）
文
武
王
一
〇
年
（
六
七
九
）

一
二
月
条
に
、「
倭
国
、
更
号
二
日
本
一
。
自
言
、
近
二
日
出
所
一
、
以
為
レ
名
」
と
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
中
国
で
発
見
さ
れ
た
百
済
の
亡
命
将
軍
、
禰
軍
の
墓
誌
銘

（
六
七
八
年
）
中
に
す
で
に
「
日
本
」
の
国
号
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
浄
御
原
令
（
あ

る
い
は
そ
の
少
し
前
）
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
７
）�　

宣
長
以
下
の
指
摘
す
る
『
古
事
記
』
の
古
態
性
を
全
面
的
に
認
め
た
上
で
、
序
文

偽
作
説
（
太
安
萬
侶
仮
託
説
）
を
梃
子
と
し
て
序
文
と
本
文
と
切
り
分
け
よ
う
と
す

る
説
も
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
矢
嶋
泉
「
和
銅
五
年
の
序
─
─
『
古
事
記
』
序
文

研
究
史
の
陥
穽
─
─
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
七
巻
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）。

矢
嶋
『
古
事
記
の
文
字
世
界
』〈
二
〇
一
一
年
、
吉
川
弘
文
館
〉
所
収
）
が
明
ら
か
に

し
た
よ
う
に
、
序
文
平
安
朝
成
立
説
の
根
拠
は
完
全
に
覆
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）�　

た
だ
し
、『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
成
立
記
事
の
不
在
が
、
直
ち
に
和
銅
五
年
に
お

け
る
『
古
事
記
』
の
不
在
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
弁
え
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
倉
野
憲
司
「
古
事
記
偽
書
説
を
駁
す
」（『
国
文
学
攷
』
第
三
巻
第
二
輯

〈
一
九
三
八
年
一
月
〉。
倉
野
『
古
事
記
論
攷
』〈
一
九
四
四
年
、
立
命
館
出
版
部
〉）
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、「
正
史
と
雖
も
遺
漏
な
き
は
保
し
難
い
」
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、『
養
老
律
令
』
に
つ
い
て
は
、
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
十
二
月
壬

子
条
の
功
田
の
等
第
を
定
め
た
太
政
官
奏
中
に
、「
正
五
位
上
大
和
宿
禰
長
岡
・
従
五

位
下
陽
胡
史
真
身
、
並
養
老
二
年
修

0

0

0

0

0

二
律
令
0

0

一
功
田
、
各
四
町
」
と
あ
る
が
、
養
老
二

年
中
に
律
令
成
立
に
関
す
る
記
事
は
存
在
し
な
い
。
も
っ
と
も
「
養
老
二
年
」
成
立

を
疑
問
と
す
る
説
も
多
い
の
で
（
た
と
え
ば
坂
本
太
郎
「
養
老
律
令
の
施
行
に
つ
い

て
」〈『
史
学
雑
誌
』
第
四
七
編
第
八
号
、
一
九
三
六
年
八
月
〉。『
日
本
古
代
史
の
基

礎
的
研
究 

下
』〈
一
九
六
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
そ
れ
に
従
う
な
ら
同
年
に
成

立
記
事
が
見
え
な
い
の
は
当
然
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
養
老
六
（
七
二
二
）
年
二

月
戊
戌
条
に
は
、「
撰
二
律
令
一
功
」
に
よ
り
矢
集
宿
禰
虫
麻
呂
ら
実
働
ス
タ
ッ
フ
五
名

に
功
田
を
賜
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
ま
で
に
は
編
纂
が
行
わ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
記
事
の
あ
り
よ
う
は
、『
続
日
本

紀
』
の
編
者
が
『
養
老
律
令
』
の
成
立
年
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
も
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
（
ち
な
み
に
、『
養
老
律
令
』
の
施
行
を
命
じ
た
天
平

宝
字
元
年
五
月
丁
卯
条
の
勅
に
は
、「
去
養
老
年
中

0

0

0

0

0

、
朕
外
祖
故
太
政
大
臣
、
奉0

レ
勅0

刊0

二
修
律
令

0

0

0

一
」
と
成
立
に
一
定
の
幅
を
持
た
せ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）。

　

光
仁
勅
撰
の
歌
論
書
『
歌
経
標
式
』（
宝
亀
三
年
〈
七
七
二
〉、
藤
原
浜
成
撰
）
に

つ
い
て
、『
続
日
本
紀
』
に
成
立
記
事
が
見
え
な
い
こ
と
も
、
広
く
知
ら
れ
る
如
く
で
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あ
る
。

　

逸
書
に
ま
で
範
囲
を
拡
大
す
れ
ば
、
延
暦
十
（
七
九
一
）
年
三
月
丙
寅
条
に
見
え

る
「
律
令
二
十
四
条
」
─
─
吉
備
真
備
・
大
和
長
岡
ら
が
文
言
を
改
正
し
た
所
謂

『
刪
定
律
令
』
も
同
様
の
例
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三

年
（
八
一
二
）
五
月
癸
未
是
日
条
に
は
、「
去
神
護
景
雲
三
年
、
議
請
刪
定
」
と
成
立

年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
続
日
本
紀
』
同
年
条
に
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で

あ
る
。
ま
た
、『
新
撰
姓
氏
録
』（
弘
仁
六
〈
八
一
五
〉
年
、
万
多
親
王
ら
撰
）
序
に
、

「
宝
字
之
末
、
其
争
猶
繁
。
仍
聚
二
名
儒
一
、
撰
二
氏
族
志
一
」
と
見
え
る
『
氏
族
志
』
に

つ
い
て
も
、『
続
日
本
紀
』
に
成
立
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
同
序
に
は
天
平
宝
字
年

間
（
七
五
七
～
七
六
五
）
の
末
に
激
化
し
た
諸
氏
の
出
自
改
竄
が
『
氏
族
志
』
編
纂

の
動
機
と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
具
体
的
な
編
纂
時
期
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
臣

氏
系
図
』（『
群
書
類
従
』
巻
六
二
）
所
引
『
延
喜
本
系
』
に
は
「
案
下
依
二
去
天
平
宝

字
五
年
撰
氏
族
志
所
之
宣
一
勘
造
所
レ
進
本
系
帳
上
云
…
」
と
あ
っ
て
、
天
平
宝
字
五

（
七
六
一
）
年
に
は
『
氏
族
志
』
編
纂
の
た
め
の
基
礎
資
料
（
本
系
帳
）
の
収
集
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
氏
族
志
』
の
実
質
的
な
編
纂
開
始

は
『
新
撰
姓
氏
録
』
序
の
い
う
「
宝
字
の
末
」
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
続
日
本

紀
』
に
は
こ
れ
に
関
し
て
一
切
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
刪
定
律
令
』
は
法
令
、『
氏
族
志
』
は
氏
姓
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
出
自
台
帳
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
い
ず
れ
も
国
家
的
に
重
要
な
編
纂
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、『
続
日
本
紀
』
に
は
記
述
が
見
え
な
い
こ
と
に
な
る
。『
氏
族
志
』
に
つ
い
て
は
、

「
抄
案
弗
レ
半
、
逢
二
時
有
一レ
難
、
諸
儒
解
体
、
輟
而
不
レ
興
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
は
頓
挫
し
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
に
『
続
日
本
紀
』
に
記
録
が
な
い
と
解
釈
す
る

こ
と
も
可
能
だ
が
、「
風
土
記
」
の
よ
う
に
在
地
か
ら
の
報
告
が
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て

こ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
を
命
じ
た
詔
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
（
和
銅
六
年
〈
七
一
三
〉
の
所
謂
風
土
記
撰
進
詔
）。
こ
と
の
重
大
さ
か
ら
見
て
、

『
氏
族
志
』
の
場
合
も
「
撰
氏
族
志
所
」
の
設
置
や
「
本
系
帳
」
の
提
出
を
命
じ
る
宣

な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。『
刪
定
律

令
』
や
『
氏
族
志
』
の
場
合
、『
続
日
本
紀
』
編
者
の
判
断
に
よ
っ
て
記
事
が
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
編
纂
に
際
し
て
の
資
料
の
欠
落
が
疑
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

（
９
）�　

寛
永
版
『
古
事
記
』
に
続
き
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
は
諸
本
を
校
合
し
て

寛
永
版
の
不
備
を
正
し
た
度
会
延
佳
『
鼇
頭
古
事
記
』
も
刊
行
さ
れ
る
に
至
る
（
た

だ
し
、
南
信
一
「
古
事
記
刊
本
の
研
究
」〈『
國
學
院
雑
誌
』
四
六
巻
六
・
七
・
八
号
、

一
九
四
〇
年
六
・
七
・
八
月
〉
に
よ
れ
ば
、
跋
文
に
は
「
貞
享
四
年
二
月
二
十
九
日
」

と
あ
る
が
、
実
際
に
は
『
鼇
頭
古
事
記
』
の
刊
行
は
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉
に
ず

れ
込
む
と
い
う
）。

（
10
）�　

阿
部
秋
生
「
河
村
氏
家
学
拾
説
解
題
」（『
書
紀
集
解
』
付
録
。
臨
川
書
店
、

一
九
六
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
春
以
後
、
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
以
前
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。

（
11
）�　

明
治
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
公
布
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
第
三
条
に
は
「
天

皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）�　

偽
書
説
の
示
す
諸
疑
点
に
対
す
る
具
体
的
な
検
討
と
批
判
に
つ
い
て
は
、
矢
嶋
泉

『
古
事
記
の
歴
史
意
識
』（
二
〇
〇
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）・
同
『
古
事
記
の
文
字
世
界
』

（
二
〇
一
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）
参
照
。

（
13
）�　

最
古
の
写
本
、
真
福
寺
本
『
古
事
記
』（
応
永
四
～
五
年
〈
一
三
七
一
七
二
〉、
賢
瑜

写
）
の
上
巻
冒
頭
に
「
古
事
記
上
巻 

序
并
」、
真
福
寺
本
に
次
い
で
古
い
卜
部
兼
永
本

『
古
事
記
』（
大
永
二
年
〈
一
五
二
二
〉）
の
上
巻
冒
頭
に
は
「
古
事
記
上
巻 

并
序
」
と

あ
る
。
真
福
寺
本
の
「
序
并
」
は
「
并
序
」
を
誤
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
14
）�　

筏
論
の
指
摘
し
た
署
名
の
問
題
は
、
令
制
下
に
お
い
て
も
例
外
が
あ
る
こ
と
が
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
西
宮
一
民
『
日
本
上
代
の
文
章
と
表
記
』〈
一
九
七
〇
年
、

風
間
書
房
〉、
同
『
古
事
記
の
研
究
』〈
お
う
ふ
う
、
一
九
九
三
年
〉）、
特
に
太
安
万
侶

の
例
に
つ
い
て
は
勅
撰
書
の
執
筆
に
専
念
す
る
た
め
の
措
置
と
見
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
（
西
宮
『
古
事
記
の
研
究
』、
前
掲
矢
嶋
『
古
事
記
の
歴
史
意
識
』〈
注
（
12
）
参

照
〉）。


